




フェニルケトン尿症(PKU)のマス・スクリーニングが普及するにつれて、PKU とは異った悪

性高フェニルアラニン血症の存在が指摘され、その鑑別診断は治療方針を決定する上で極

めて重要な課題となっている。吾々は末梢白血球を用いる dihydropteridine 

reductase(DHPR)活性測定法を種々検討した結果、新しい測定法を開発し本法が臨床上有用

であることを見出した。 


